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現状の
課題
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目的
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かしはら

種々の問題

急ぎ～10年程度で解決すべき問題

長期的には解決すべき問題

現役世代が
関わりたくなる
地域

現役世代が
流出する地域

デジタルを活かした働き方、
仕事、生活を選びにくい地域

デジタルを活かした働き方、
仕事、生活を選べる地域

コ
コ

事業
内容

企業版ふるさと納税を通じて、地域デジタル化推進を進めます。現在の施策は次の３つ

② 今年度、市内河川の井堰（いせき）に監視カメラを設置します

① 産官学民金によるスマートシティ推進協議会を設立します

③ ＡＩなどにチャレンジし、失敗もできる大量のデータ利活用を学ぶ場を構築します

 人口は約１２０，２００人（令和４年９月時点）と、県下第２の人口を擁する中核都市。
 大都市近郊のベッドタウンとして発展。
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デジタルサイネージ

スマホサイト

ＱＲコードから連絡頂けます。

デジタル田園都市交付金
TYPE1にも採択されました

事業概要
と

得られる
成果等

寄附の
メリット
等

カメライメージ 平田井堰

・参加団体がデジタル分野の技術・人手不足に対し皆でサポート、助け合いのプラットフォーム。
・社会実装・事業化を多面的に支える体制。

② 市内河川の井堰（いせき）に監視カメラを設置

・井堰カメラを皮切りにデータ蓄積、オープンデータ化を進める。

・若者等が機械学習・ＡＩ実装等の学びの機会に

台風など河川増水時に井堰運用者（水利組合等）や
市職員が現場で目視確認のため、危険かつ非効率。
カメラ監視＆ネット公開で安全確保。
約８０箇所存在する井堰の一部から設置開始。

寄付を社内提案に
かける前という段
階でも構いません。
まずはお気軽にご
質問、お問合せくだ
さい。

① 産官学民金によるスマートシティ推進協議会

③ ＡＩなどにチャレンジし、失敗もできる大量のデータ利活用を学ぶ場を

メリット

【外部に対して】ESG評価向上、10～20万人規模の自治体向けに連携事例化に

【市民に対して】TVCMがリーチ困難な層（若者、現役世代）へのブランディングに

【御社内に対して】社会課題解決を事業に育てる人材育成の舞台に

ご活用頂けます。

知恵出しから具体的な解決まで、さまざまなシーンでの仲間を求めています！


